富山-台北臨時便活用交流事業等助成金交付要綱
１
助成対象団体
助成の対象となる団体（以下「助成団体」という。）は、富山－台北臨時便を利用して、台湾において、現地の団体等と双方向のコミュニケーションを行うことを目的とした国際交流事業を実施する富山県内の団体並びに渡航先での研修旅行を実施する富山県内の企業及び経済団体等とする。
なお、助成団体が希望する場合は、旅行業者が提出を代行することも認める。
２
助成対象事業

助成対象となる事業は、教育、学術・文化、スポーツなど各種団体が行う交流事業（展示会や発表会の視察、芸術鑑賞等は除く。）及び、諸団体が実施する職員の資質向上、台湾との経済交流、技術交流など、台湾の企業等を視察・研修先として実施する事業（日本からの進出企業等との交流や商用による現地企業等との交渉等は除く。）とする。
３
助成対象経費
助成の対象となる経費は、渡航費、交流会費、研修会費、現地視察費等の助成対象事業に必要な経費とする。ただし、他の補助金、助成金等の対象となっている経費については、対象外とする。

４
助成条件
（１）
旅行日程が当該年度に属するものであること。

（２）　富山－台北臨時便を往復又は片道で利用すること。
（３）　助成団体の構成員数が５人以上であること。
５
助成額等
（１）
構成員１人当たりの助成額は、５，０００円とする。ただし、一助成団体当たり１０万円を限度とする。
（２）
助成額は、助成対象経費の総額を限度とし、富山－台北臨時便片道利用の場合における１人当たりの助成額及び一助成団体当たりの限度額は、それぞれ半額とする。
６
助成金の申請
助成団体は、助成対象事業を実施する前に、助成金交付申請書（様式第１号）に、関係書類を添えて、富山空港国際路線利用促進協議会会長(以下「会長」という。)に対して、申請しなければならない。
　
７
助成金の交付の決定
会長は、助成金の交付の申請があった場合は、その内容を審査のうえ、適当と認めたときは、その交付の決定をするものとする。
８
事業の変更等
助成団体は、助成対象事業の実施にあたって、事業の内容の変更、中止、取下げ等の事由が生じた時は、遅滞なく、会長に報告しなければならない。
９　 実績報告
助成団体は、事業終了後、助成金実績報告書（様式第２号）を会長に提出しなければならない。

１０
助成金の確定
会長は、助成団体から提出のあった助成金実績報告書を審査のうえ、助成金の額を確定し、助成団体に通知するものとする。
１１
助成金の交付請求
助成団体は、助成金の交付を受けようとする時は、助成金交付請求書（様式第３号）を会長に提出しなければならない。
１２　特例措置

　　　交付の決定後、気象条件等により予定していた便が欠航となり別の手段を利用した場合、会長が特に認めるときは助成金を交付することができる。

附　則
　この要綱は、令和７年４月１日から施行する。
様式第１号
                                                 令和    年    月    日
    富山空港国際路線利用促進協議会会長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　郵便番号
                                   所 在 地
                                   団 体 名
                                   代表者名　　　       　　　　　    印
                                   電    話 （      ） 　  －
富山-台北臨時便活用交流事業等助成金交付申請書　
  次のとおり富山－台北臨時便を活用し、台湾との国際交流事業を実施したいので、富山-台北臨時便活用交流事業等助成金を交付されたく、同助成金交付要綱の規定により、関係書類を添えて申請します。　
記
  事業計画等
	助成金額
	

	１

団
体
の
概
要
	所　在　地
	

	
	団　体　名
	

	
	代　表　者
	

	
	団体の設立目的・構成員
	

	
	参加者人数
	

	
	参加者の名簿
	別添のとおり(様式自由：役職・氏名等が記載されたもの)


	２　交流事業の計画
	1 目的、趣旨
2 相手先の団体名
3 交流事業の概要（具体的に記述すること。）

	３　訪問日程
	別添のとおり


  助成対象事業  収支予算
  収入
	項　　目
	金　　額
	内　　　　　　　　容

	公的助成(県補助金等)
自己負担金
	
	

	合　　計
	
	


  支出（助成対象経費）
	項　　目
	金　　額
	主　　な　　内　　容

	1 渡航費
2 交流会費

3 研修会費
4 現地視察費等
	
	

	合　　計
	
	


  添付書類：訪問日程及び参加者名簿

様式第２号
                                                   令和   年   月   日
    富山空港国際路線利用促進協議会会長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　郵便番号
                                   所 在 地
                                   団 体 名
                                   代表者名　　       　　　　　    印
                                   電    話 （      ） 　  －
富山-台北臨時便活用交流事業助成金実績報告書
  令和　　年    月    日付けで交付決定のありました富山-台北臨時便活用交流事業等助成金について、次のとおり事業を実施しましたので、同助成金交付要綱の規定により、報告します。　
記
  （事業実績）
	交流事業の
実施結果概要
	1 目的、趣旨
2 相手先の団体名
3 交流事業の概要
4 今後の取り組み、課題


	団体の
構成員名簿
	別添のとおり(様式自由：役職・氏名等が記載されたもの)

	訪問日程の実績
	別添のとおり(様式自由)


　※　交流時の写真、交流相手方の名簿等（名刺写しなど）を添付願います。
様式第３号
                                                令和　　年　　月　　日
   富山空港国際路線利用促進協議会会長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　郵便番号
                                   所 在 地
                                   団 体 名
                                   代表者名　　       　　　　　    印
                                   電    話 （      ）   －
富山-台北臨時便活用交流事業等助成金請求書
  令和    年    月    日付けで交付決定のありました富山-台北臨時便活用交流事業等助成金について、同助成金交付要綱の規定により下記金額を請求します。　
記
 １  請 求 額      　　金                  円
 ２  振込口座
       金融機関名　　　　　　　  銀行　　　　　　支店
       預金の種類　　　　普通 ・ 当座
       口座番号
       口座名義(ふりがな)
